
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

国
民
年
金
の

手
続
が
必
要
で
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

「
第
3
号
被
保
険
者
」
に

昭
和
6
1年
4
月
に
新
し
い
年
金

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0歳
以
上

6
0歳
未
満
の
方
は
、
学
生
や
老
齢
年

金
を
う
け
て
い
る
一
部
の
方
を
除

い
て
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
は
「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
い
う
資
格
で
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
ご

主
人
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
が
ま
と
め
て
負
担
す
る

の
で
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
3
号
被

保
険
者
で
あ
る
旨
を
届
け
出
て
認

定
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
は
、

2
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
昭
和
6
1年
の
4
月
の

時
点
で
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当

し
て
い
る
の
に
、
そ
の
こ
と
を
届

出
せ
ず
放
置
し
て
い
る
人
の
場
合
、

今
年
（
6
3年
）
7
月
ま
で
に
届
出

を
行
わ
な
い
と
、
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
将
来
年
金
を
受
給

す
る
時
、
年
金
額
の
算
定
な
ど
で

不
利
益
に
な
り
ま
す
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
Ｌ

こ
ん
な
時
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し

た
奥
さ
ん
が
、
勤
め
に
出
始
め
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
た
と
き
。

あ
る
い
は
、
ご
主
人
が
勤
め
を

辞
め
た
り
、
勤
務
先
が
変
っ
た
と

き
は
必
ず
届
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘

れ
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
と
、
万

一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
’り
ま
す
。

こ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
6
5歳
か

ら
の
老
齢
基
礎
年
金
さ
え
も
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
納
入
し
ま
し
よ
う
。

奥
さ
ん
の
年
金
は

サラリーマンの妻で家事に専念

( 第3 号 被保険者)

夫の厚生年金制度
からまとめて拠出、
市町村に届出をす
れば、保険料を納
めなくてよい

国民年 金 ( 第1 号被保険者)

保険料を
納める

サラリーマンの妻で
自営業を営む

( 第2 号被保険者)
厚生年金制度
からまとめて
拠出、国民年
金の保険料は
納めなくてよ
い サラリーマンの妻で

サラリーウーマン

児童手当の
支給範囲が拡 大

請求の手続受付中

昭
和
6
3年
4
月
1
日
か
ら
児
童

手
当
の
受
給
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
福
祉
事
務

所
、
及
び
各
支
所
で
請
求
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
の
手
続
は

1
月
4
日
か
ら
受
付
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
該
当
者

①
1
8歳
未
満
の
児
童
2
人
を
養

育
し
て
い
る
方
で
、
第
2
子
が

昭
和
5
7年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

5
8年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
誕

生
し
て
い
る
場
合
。

②
1
8歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
、
第
2
子

が
昭
和
5
7年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
8年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に

誕
生
し
て
い
る
場
合
。

③
1
8歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
、
第
2
子

以
降
の
児
童
が
、
1
5歳
末
満
で

病
弱
、
発
育
不
完
全
等
の
た
め

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
て
い

る
場
合
。

④
そ
の
他
、
第
2
子
が
昭
和
5
8年

4
月
2
日
以
後
に
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
、
請
求
の
手
続

を
し
て
い
な
い
方
。
ま
た
、
第

3
子
以
降
の
児
童
が
昭
和
5
3
年

4
月
2
日
以
後
に
誕
生
し
て
い

る
の
に
、
ま
だ
、
請
求
手
続
を

し
て
い
な
い
方
。

○
児
童
手
当
の
該
当
者
で
あ
っ
て

も
、
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
出

来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
額

・
第
2

子
に
対
す
る
手
当
は

月
額
2

、
5
0
0

円
で
す
。

・
第
3
子
以
降
の
手
当
は

1
人
に
つ
き
月
額
5
、
0
0
0
円

で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
福

祉
事
務
所
庶
務
係
（
内
線
1
1
1
）
へ
。

中国残留日本人弧児の
資料をお見せします

厚
生
省
は
、
昭
和

5
6年
3
月
か
ら
昭
和

6
2年
3
月
ま
で
実
施

し
た
中
国
残
留
日
本

人
弧
児
の
訪
日
調
査

に
参
加
し
た
弧
児
の

う
ち
、
未
だ
に
身
元

の
判
明
し
て
い
な
い

弧
児
に
関
す
る
資
料

を
公
開
し
ま
す
。

「
ま
だ
見
ぬ
肉
親

を
求
め
て
・
身
元
未

判
明
中
国
残
留
日
本

人
弧
児
名
鑑
」
を
、
お
見
せ
し
ま

す
。閲

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
事
務
所
社
会
係
（
　
内
線
1
1

3
）
又
は
市
立
図
書
館
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

昭
和
6
3年
度

山
口
県
立
盲
学
校

1
、
募
集
に
つ
い
て

図
募
集
学
科

普
通
科
・
保
健
理
療
科
・
専

攻
科
理
療
科

㈲

応
募
資
格

①
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

の
あ
る
者

②
矯
正
視
力
0
.
3未満
の
者
、

又
は
高
度
な
視
覚
障
害
の
あ

る
者（
年
齢
に
制
限
は
な
い
）

2
、
出
願
に
つ
い
て

図

出
願
期
間

昭
和
6
3年
2
月
1
日
か
ら
2

月
1
3日
ま
で

㈱

提
出
書
類

①
入
学
願
書
　
②
調
査
書

③
診
断
書
　
他

3
、
学
力
検
査
に
つ
い
て

ｏ
検
査
日
時
及
び
場
所

昭
和
6
3年
3
月
3
日

9
時
か
ら
1
6時
ま
で
本
校

4
、
合
格
発
表

3
月
5
日
出
　
1
0時

本
校
玄
関
前

な
お
、
応
募
資
格
、
提
出
書
類
、

検
査
内
容
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
盲
学
校
に
問
い
合
せ

て
下
さ
い
。

山
口
県
立
盲
学
校

（
0
8
3
2

）
3
2
1
1
4
3
1

〒
7
5
1
　下
関
市
幡
生
町

１
丁
目
１
ー
2
2
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